
授業ーになける 詩(!てついて

一一一教師の言語行動を中心にして一一一

木 IE ~U 

序

実際ゎ投繋手鞠察してみれば、授業活蜜1(7i¥まとんとrが、幹部1と二手どもの顎;し言葉に支えられてい

るととカ，-:h語、る口

言葉は、幹部と二子どもの精互作用の道具であれ訟を介物であるハ授業?の草;し言葉による相互作

用の布り万は、子どものさ手7持活齢門賞子決守する大台を事国とかっている円

ととろで、授業の研究で、授業(1ì雪子ーが問題と 7;"、るととがあっても、「幹部が精し-~- fj'たjとか、

「言っている苦味が工くわから脅かった J等の断片的合感想、を述べるととで終わっていゐとわうid苓

く、全 7ヒ投業の記録がとムれても、弱r部・平どもの言語行密1/ごついては、気宮の類礎化、

発言回数といった形式的ー数量的野揮が脅されるととが宰¥/)"とのとと自体決っして煎意味とけ言

去をいが、偶々の害担行動が、二手どもの会堂習活嶋監・に饗際的に作用している姿を捉えると去に関心が

!合1けムれるととが、少かかったと思:われる円

本小論で~;t、環繋アグ7・詩的とネどもとの椅互作用』どち、ける教師の害議行事をと 1) (ちげ、それが、

子どものさを母活動に及ぼ寸影縛について、特に、 rのよう合言符行動が、子'eものさ学腎活弱?を了{足進
し弘きたけ、陣警として件用寸るのかという鱗点から考弊し、教師i(1)言語行動の滴切牲についで探

守寸るZとを自的とする口

一、授業での言葉の実際

まず、授業記録から、二、三の事例を取り上』ず、それについて芳えるととから始める。

(事17IJ1 ) 六年ヰの算数の授業記録から口 (注1) 

教師ば右関のようをよ智動場の形を響いた紙を黒板に持久同様の形を

印刷したプリントを三枚ずつ子どもたちに配る G

'rl r運邑1，場は‘どん?を形をしてしぺるどいったらよいでしょう J

Cl [7大体長万形だと見ます QJ

「ちがうよ、台形よd(二M うささやき多Lベ円

T2 r運動場のだいたいの形は長万形といわれましたが、み在きんのもっているプリントを出して、

ょくしらべてくたきい。だいたいどん者形をしてl/);ますかにj

子どもたちはプリントをいろいろしらべる白

C2 r台形です斗

C3 rいいえ、ちがいますJ

T3 rよくみてください O ほんとうに台形ですか4
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C4 r不等辺四角形です。どうし?か去h うと、台形だと平行者一組の線が老ければ7.rりません口

どの形には平行す線が一組もあ T-:をせんから、台形アばをく不等辺四角形庁と府、¥:，1')-;ますJ

T4 rそう、平行者練がー約もありまやパ判。とれば不等辺四角形アす。縮図をつくるためには…

…一以下省略 i

との事例十読んですぐわかるように、かすり忠実に話し言葉を記録しているが、厳密右、再現では

升い。主た、話し言葉は、状況依存的合言穿であるから、状況を抜合にし考えるととば、間違った

間新のとらえガをする危険をもっ、しかし、 Fれよう方制約をももすがらも、との事例にほ、教師i

一般の常持行習をの典裂を示してかれ我々は、ぞとから、言詐.行動上の問題点をいくつか指摘アき

る。特に、子rもの生習活動にマイナスの作用として働いている点につ¥1'":¥て考えてみよう。
Tl の発言意図が、との阿形の名前を求めるごとにあったととは、 T.lの発言か九わかるのであ

るが、 Tl の発言が、持言葉図と表現がうま〈結合し合かったために、平rもに静まった解釈が合
されている円その限り、との発言のあい空い性を指掛矛れ 7もイゴ7プ干がをしAであ与う口しかし、 tれ

け、レョわゆる「発問?i1附jアいわれている「発問 jにあたる斡言であるが、 「発問研ザ'fJアいわれ

るように、持問の明確化チいぐら努力したとしても、たえずちがった解釈が守され、幹部の党問芳図

と異在った反応;がアるととは主めがれさ?~であ~)う c tf'しろ、とうした場令、次に来る教師の発言

がí1~1顕と矛れ芳ければ7与らをい口

恨の勢湾'1::-ば、扮問自身に、 Tl の発雪芳[;x!グ")送行止¥/)うととが強〈意静ぎれて弘、り、p1の

勢雲寺やききや合が、イl可故でてきたかにつレョての十介有珂!jザがた官れず、 Tl の決害予言聞を明搾イとす

る務力を怠たり、無理苦学習日現喝容?強いる結果に究?っている。(r よ〈しらべて下~~J は、決っ

して持蓄背fYlを明ムかにするものアば t!~J Pl の発言やきぎやきがアてきたとと回、 Tl の表明

から必然的すものとも考えムれるから、T2の発言が、子どもの学習活動:に及ぼすマイナスの作用

、作大挙いと発え'hhb門学 tづ'に、てをか'¥7>，8:.につ'V:ぺ言ち合tづ'は、?1む覧言T大体…..….jに対

して、 T2の発言-rr育、いたいどん在……jという誤ま'りを犯している。

'Fi -"'τ'2 ~T3 の発言には、一質して、イ可を求めているのか明確化するととか〈、 C4 の発言を

まって、 T4の発言で、との学習場面は終わり、次の学習場面に移ってレユる。 T4 の発言は、 C4

に対してはプラスとして働.<発言であっても、その他の子どもに対オるプラス@マイナスの作用は、

毎!鶏ヰ克ぎれたままとをっている。

との事例では、教師の言語行重jJで‘発言行動上の問題と問時に、子どもの発言についての解釈行

動£の問題点が指摘アきる口そして、とれは、生習の一般的形態ーである一斉学習にあらわれる典型

的在間鰯といえるであろう。

どれまでの授業での教師の言語行患についての研究では、 「発問研究 jという言葉が象徴してい

るように、?言語行動の中でし教部の「話すこと Jに焦点がをかれ、しかも、そうちの「発問J0:主2)

が、学習活最?との関連で問題とされるととが多~o しかし、いうまでもをく、教師の発言は、 f発

問Jによってのみ構成ぎれているの?時設い0・ま先、ぞの発言~"'; ¥/:>，つも教師から始められるので

.，-' (ii":f;)-



は在く、子どもの発言を受けて、次の莞言があるので島るから、そとには、問者一理解する行蜘が

みる口したがって、発問と学習活動との関係でのみ捉えるととは、多くの問題十見逃してしまうと

とにをる白

さらにャ次の事例を考えてみよう。

(事手iJ2 ) 五~!:j::の用語の授業記銭から n (注3) 

(板番1)光をかかげた人雪舟

Tl 雪舟付、どバ.iトととをして「光をかかげた Jということでしょうかo

Pl 絵がすきで、う空くす与うとして、それが γ光をかかげたJれです乃

P2すみ絵をR本イkした。それが「光をかかげたJというととだと考えます口

(板替ヨ〕すみ絵を日本化した。

P3 ぼ〈は、女中の「雪舟は世間約評判寸ど肘気にし含いでi 自分の驚えたと;ì~'"台、感じたとか b

に自在にか〈ょう努力した Jというととから、それだと患います口

(板書3)世間の評判全rけ気にしさ?凶で、自分の考えたとj:，'"り、見たとなり、感じたとかりに暫;

くように努力した口

p<tわたし尚、はじめの文に「すみ絵を日本のものとし、日本漏れねうちを高めた jとかいてある口

とれだと思います。

〈板饗4) 日本商のねうちす~~めた口

Tz r円本化した jとか「日本のものにしたJということは、どう L‘うことたんですか口

PSすみ絵付、中国の本のであったのを、それをそのまま、まねをするのでは今く、日本風のもの

にしたといラ ζとアオ・

(本時の最終段階に金ける板書)

光をかかげた人

雪舟

どういうごとで

日本函のねうちを高めた (以下略)

(鐘者注 板番2 板番3 陪消去きれているぷ

との事例は、記録者の観点から、発言に、かをりの取捨選択ー 整合が行われているととは、一見

Lて明らかである白

との授業過程の記録、にみられるように、'教師の発問があフて、子どもの多様す意見が出ぎれる、

その中か仏教師の意図に合った意見を敦り上げ、次の学習に移って行く、そうした指導過程がと

られる在ら、学習指導払ずい分努J楽苛ものであろう。

確かに、との学習過程で、町、 P2，. P3、P4のそれぞれの発言に教師の反応発言があったであ
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ろうし、それぞれの意見を統合して行〈渇程で、教師の、子どもの言罪行動があったにちがいない口

「ひとりひとりの平F もの考・えには、それぞれに根拠がある。どλ~ つまら在\/>発言の中にも、

その子どもわ過去ρ金持経験ゃ今活経験が織り込まれているのであって、どの子もとfの子も、それ

ぞれに、その二字企りのまh内庁f考え方の背景を管負って、個性的に問題に対決しているのである。…

一"cJ(注4) 

事事11な引用した替の「日しがき Jの胃頭に述べられている言葉である日

「一人pとりのヰどもの発言私大切71ごした¥/>-:Jr誤答もまた答でるる。 J等々 r

号制iプ戸、どのような気持ち、願望、認識をもっとと自体はlEL¥/>どとであろう D 手手際、q.くの教師は、

そう:考えているら

しかし、そう考えるととカえ直に、問題の解決にけたら nV'o

!を1持ち咋が、実際の発言行DlJlにかいて、 Jのよちに表現きれるかによって、その気持ちのあらわれ

は、ずい介異1J ったものとするであろう。言葉ア表わぎれた気持ち等ば、それt.:~ 、あくまで、心に

留めムれている慨念であれ持かれた宇紫アえうるn したがって、それらの概念が、具体的苦状況で

し育現どとして考えられているわけでばオい。

「そん17:とと村、時:と場令によって呉方る01と言われるかもしれオい口秒間の「経験と勘jにまか

#られてきたととろである C

:学事l汗~g廿に与える影 a較は、言うまアネ合〈、気持字、等ア日かく、話し言葉である口

璃例が、典1.f;iJ.8そ1に示しているように、そうしたとと行、生習j坦程にかける発言としてほ個別的か

もわであり‘本質的をものとして芳え九れていitいのではすいかと思われる口

しかし、実際同、気持-t:ヲ等ほ、持しー言葉わレベノレまでたりた時に、その気持ちが、主主まざまに平

ど本の学習雨量jτに影響するわである口したがって、気持ち等が、詩し言葉"の νベノレア工夫ぎわると

とが電要望?税理~. c!:-1rるのである口

プ乞εえげ、との車例ア、幹師グヲ求める反応、と異在った反応、 Cl、C3の発言にー対して、「彼らの
発常を犬切にしたい jという気持ちを話し言葉のレペノレア、 rう表現するかによって、二手どもの学
腎沼野1に与える影響は、津ってくるであろう c

教師の言語行動の適切，1特について、とのように話し言葉のνベルで問題とぎれるととがをかった

ら、生産的をものと宏九在¥/>であろう口

三教師の言語行動

ーの事例では、教師の言語行動の一つ一つが、子どもり一人ひとりの学習活動ι、さまざま在仕

方で作用している姿を見た。二の事例からじ、教育の実践は、まきに、話し言葉にかいて行在われ

る国が大きしどんを言葉を話すべきかとi司i時に、 Eん在言葉が話されたかが、教師む言語行取'と

f学習活動との関連を三考察する際に、決定的に霊安定?ととであるととを指摘した口

イギ 1)スの教育学者、 D.パーンスは、その論文「中等学校の教室に台ける言語Jの中で、 f教

師jが、自介の言語使用の機徴と、言葉が生徒の学警にもっともすぐれた役割を果たす面についての、
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より持組合洞察を得られ、ぞれを芳!閉する者らば、中等学校での鞍授わ効率牲に劇的に寄与しうる

アるとうrJ(在5) とし古う趣旨の言葉を述べてしぺるc

夜々}昔、自らの言語行者1の実際を、まず、授業を通して、もっと知る必要がある白

授業での教師の言語行訪日、日常体活での言需に立脚するネわであっても、苦言宗行かの日併の差

異から、たわずから異走ったものにすろであ乃う。教師ゎパーソナ 1)ティ一、教官織、授業組と粘土

びついて、共通語、地方語、需要忌狩科の言荒等々、自ムに、モと全ざ空 1そ詰i闘を課している n

し治か当し、 とのとと}ピ三、次グれ可よう 1全E誇張ぎfれ1た

から人出府帰iを見失t加ハ、その口tにごする言深ばt演寅るように冷たく変質してレい3つてて!しい、るJ(注(1) そうし7たモ

方向をUゲめム';ざ寸べきで2あうると tいA うととを意味寸るσれ3で付耳芳?レ加3凸

教える者ーと幹えられる者、成人と子ども、との関連にたいて、新腕の背~:::z~行ザ t今、三考えられるべ

きであろう η どめどとについては、今、ぐわしく述べるととはできたいが、古田;拡氏が、「計約オ

λτJ (芸):7) という一文の中で、手術れ背f去に秘んアいる「どとはの特術者 jとの魔術者の仮面

をはずとるの/.-i、やけり、教習でさ?ければす九合v玉、といってかられる「教官 jにとらゐだろう。

ぎて、次に、朝r釘1(fi言言n行畏H::、常手当の成員今体に、合弁:、分悼の中のf悶々人lご向け九れる。相

手一二手どもたちを前提として;i:，~ t、二子Jもの対応、の什芳によって、それ日決定きれ、可能lごするれ

しかし、言表示れたとと庁、一律に成員今体3こ伝達ぎれているというわけで付ア1'¥ハ引受7C..伝諜iこ

附関する言努の情緒!学!件伊 1~ 、 i間々の平どもにたIAて、突に、きまざまであ乃う O

どれをで、暗黙の前提・として、子どもの学習活動を、e 現在、 1手議(Ti一般的形態である一斉学腎の

枠組(1)riコに賢いて、芳察を進めてきた口しかし、グループ学習、細見Ij学濡!の生習形砕をとっても、

問績は依然として残る O

言持行1ftf:上の開設点すいくつか指摘しえても、我々の日的である宮部行窃tの適切性じっ¥1"¥ては、

「平ど本の主主科j苦患1Jについての論をまたす〈てに合長、すいれ

;王

(1) 富山市立堀JII小企校「授業の研~J 明治関欝 1. 9 5 9 ( P. P ] 09---1 ] () ) 

(2) r発問」が発言の中で、どういう位置を占めるのか、論者によって、異合っている口 ζ とでは、

「発問」は、・「発言JのEねの一部であるとし、 「教自由の考えにもとづ凶て、子どもが答を出し

てくれるであろうという予測をもって、内容や手続きについて質問するとと jと理解して沿く。

(埠前掲持「授業の研究J (p . P 8 5.....，9 1 ) 

(4) 向上替え3

(5) D.Bar"nes;rLanguage in tlle Secondary ClassroornJ in 

Langua宮e，t 11 e 1 e a r n e r a n d t h e s c h 0 0 1， P e n g-n j n， 1 969. (P. 75) 

紛西日秀秋「学校のどとqfJ . W思想の科学JI ]972. Aお. (P.~5) 

(7) 古田拡 「教師の話術J 共文社 1965 (P.P 9.....，16) 
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